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管理等は二次的となる．

　3）標準曲線の表現方法としては従来用いられている

沈澱率を標準インスリン濃度と共に描く方法に比べて

100／沈澱率一1を標準インスリン濃度と共に描く方法

（Stimmler，　L．C．1963）が標準曲線が直線として描かれ

るために簡明である．

　4）更にその変法として最大沈澱率／沈澱率一1を用

いる方が簡明で標準曲線は0を通る直線として描かれる．

　従って標準曲線は1つの係数として表され試料中イン

スリン濃度は従来のような図を使用せずにこの係数を用

いて計算することで求められる．またこの係数はあまり

1251標識化インスリン量に影響されず製品によりほぼ…

定の値が求められた．

　5）1251標識化インスリン量と試料血清量との関係を

追究し最適量を求めた．

　6）50gブドウ糖負荷時の血中インスリン濃度および

血糖量の時間的変化を追究しこの方法の実用的価値を証

した．
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　Barsonらによって確立されたRadioimmunoassayは，

その特異性，精度，簡便さから，蛋白性ホルモンの定量

に広く用いられてきたが，最近では，低分子の非蛋白物

質についても高分子蛋白とcouplingすることによって

抗体を作ることが可能となり　Radioimmunoassayに応

用されるに至った．われわれはDigoxinの1血中レベル

測定にこれを応川することを検討した．

Thomas．　W．　Smithらの方法にならないDigoxinを

エタノールとジオキサンで溶解，過ヨウ素酸ナトリウム

で酸化開環し，牛血清アルブミンと結合させてジゴキシ

ンアルプミン複合体を作製した．ζの結果できた最終精

製物は，可視部吸収曲線からジゴキシンアルブミン複合

体であることを確認した．次いでこの複合体乾燥物5m1

を精製水2．5mlで溶解し，同量のFreund’s　complete

adjunantと良く混合してウサギのfoot　padまたは背筋

部に0，4～0．3ml，1～2週間隔で計5回注射して抗ジゴ

キシン抗体を作製した，標識DigoxinはNew　England

Nuclear　Corp製3H－Digoxin．比放射能250μc〆mg

を生理食塩水で希釈して使用した．免疫後，適時ウサギ

から採血してその抗体価を調べた結果血清100倍希釈で

結合率60％の抗体価の抗血清がえられた．血清中Di－

goxinの測定は次の通り行なった．標準曲線は，非放射

性標準Digoxinを1～50mμ9含む標準液を用いて作成

した．検体の測定は，血清からジクロールメタンを用

いてDigoxinを抽出し，抗血清，　3H－Digoxinと共

にpH　7．6phosphate　bufferに溶解させ，4°Cでover

n輌ght　incubateし，　dextran　coated　charcoa1によって

freeとboundを分離した．　上清をBrayのシンチレ

ー
ターで溶解させ，加熱後遠心分離して蛋白を除去し，

液体シンチレーションカウンターで測定．加えた3H－

Digoxinの放射能と一ヒ清中の放射能の比率を求め，標準

曲線と比較して血清申のDigoxinの濃度を算出した．

その結果3H－Digoxinを直接患者に投与して血中Di－

goxin濃度を求めた結果と，本法による血清中のDigo－

xinの濃度の結果が非常によく一致した．
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